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はじめに

わが国の65歳以上の高齢者は、2021年6月１日現在3632
万5千人（高齢化率29.0％）１）であり、介護保険制度導入時
の2000年（平成12年）の2200万5千人（高齢化率17.4％）２）

の約１.7倍となっている。介護保険制度は、介護を社会全体
で支え、介護離職ゼロをめざすことを目的として2000年に
創設され（厚生労働省）３）、令和元年度（2019年）の要介
護（要支援）認定者数は669万人に達し、サービス受給者数
の1か月平均は567万人となっている４）。その一方で、介護
認定を受けていながらサービスを利用していない人は約
102万人（15.2%）も存在し、サービス利用内容も67.7％が居
宅サービス利用４）であることから、多くの家族が在宅で高
齢者の介護を担っている。主介護者は2001年（厚生労働省）
５）には、配偶者25.9％、子の配偶者22.5％、子19.9％であっ
たが、2019年（厚生労働省）６）には配偶者が23.8％、子の配
偶者7.5％、子20.7％となり、子の配偶者による介護は約3分
の１になり、子による介護が増加している。要介護高齢者
数の増加に伴い、主介護者となる子の実人数も増加してい
ると推測される。

介護者の状況について、総務省による平成29年就業構造
基本調査７）の結果をみると、介護を担っている15 歳以上の
者は 627 万６千人で、うち有業者は346 万３千人（うち、雇
用者は299万9200人）、無業者は 281 万３千人となってい

る。雇用者299万9200人のうち、130万6千人は非正規雇用者
である７）。また、介護保険法の改正が繰り返され、様々な
方策が打ち出されているにもかかわらず、高齢者数の増加
を背景に、過去1年間に「介護・看護を理由に離職した者の
人数」は平成29年（2017年）が9万9千人と、前回調査の平
成24年（2012年）の10万1千人とほぼ変わっていない７）。こ
のように日本の高齢者介護は今もなお、離職した家族の献
身によって支えられていると言える。

日本の家族介護に関する研究において、家族のもつ高齢
者介護への思い、介護の認知の仕方は「介護意識」という
言葉で表現され、介護意識が強い場合、在宅介護の意向が
強くなる８）～10）、公的介護サービスの利用が少なくなる11）、
介護者のうつ傾向が高まる12）13）、高齢者虐待のリスクが高
まる14）15）など、さまざまな影響が生じることが指摘されて
いる。しかし、「介護意識」という概念は使用範囲が広く、
共通する定義が未だ存在しない。例えば、大和16）は、自分
の介護（介護される立場）、親や配偶者の介護（介護する
立場）、一般論としての介護という、立場によって異なる
3種類の「介護意識」があると指摘している。また、藤崎17）

は、介護に対する主観的要因が「介護意識」として一括し
て表現され、その指標に、①介護状況についての認知・意
味づけ、②介護についての欲求水準、③介護に伴う負担
感・ストレス、④介護継続意志の4つがあり、その中の①介
護状況についての認知・意味づけ、すなわち、介護役割を
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本研究の目的は、実親の介護に対する子の認知・意味づけの観点から、日本の家族介護に関する研究におけ
る「介護意識」概念の活用状況を分析し、その構成要素を明らかにすることで、看護に関する知識をさらに発
展させるための手がかりを得ることである。国内の主要な文献データベースから「介護意識」をキーワードと
して得られた52文献を分析対象とし、Rodgers（2000）の手法を用いて概念分析を行った。結果、実親の介護
に対する子の「介護意識」の属性として、５つのカテゴリー【情愛】【義務・責任】【報恩】【世間体】【自
身の介護への期待】が抽出された。先行要因として【子の個人的背景】【家族の歴史・家族関係】【生活環境
からの影響】が、帰結として【在宅介護を志向する】【高齢者福祉サービス利用への心理的抵抗感と利用抑制】
【介護を優先し仕事を調整する】【介護継続意志を支える】【介護者の身体的・精神的健康への影響】【介護
できない場合、葛藤する】が抽出された。実親の介護に対する子の認知・意味づけの観点から現時点での「介
護意識」を定義し、「介護意識」が表現されたモデルケースを提示した。
（キーワード）介護意識、概念分析、Rodgers、実親、子
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中心となって担っていることを介護者自身がどのように
意味づけているかが介護意欲を直接的に規定する重要な
要因となることを報告している。このように「介護意識」
は、わが国の家族介護の実践と研究において重要な概念で
あるにもかかわらず、「介護意識」という言葉を活用しよ
うとする場合、その定義の曖昧さという概念上の問題が存
在する。

以上のことから、実親の介護に対する子の認知・意味づ
けの観点から「介護意識」を明らかにすることは、今後の
家族介護の実践と研究に寄与し、高齢者の介護を担う子の
心身の健康を支えるための、あるいは介護と仕事の両立を
可能にするための方策立案の際の手掛かりを得ることに
つながり、看護に関する知識をさらに発展させると考えら
れる。

Ⅰ．研究目的

本研究の目的は、実親の介護に対する子の認知・意味づ
けの観点から、日本の家族介護に関する研究における「介
護意識」概念の活用状況を分析し、その構成要素を明らか
にすることで、看護に関する知識をさらに発展させるため
の手がかりを得ることである。

Ⅱ．研究方法

１．概念分析の方法
実親の介護に対する子の認知・意味づけの観点から「介

護意識」のコンセンサスを確認し、共通する特性を明らか
にするために、Rodgers18）19）が提唱した概念分析の手法を用
いた。具体的な分析の手順については、この概念分析の手
法を用いた概念分析の事例としてRodgers 自身が推奨し
ている文献のうち、２語以上から成る概念を分析した3文
献も参考とした20）～22）。

Rodgers19）によれば、歴史的に本質主義を哲学的背景と
して定義された概念は、普遍的なもの（変動しないもの）、
不変のものとされ、その定義は時間の流れや文化、社会の
変動などの影響を受けない一定のものであるとされてい
る（p.77）。しかし、このアプローチ（Rodgersの概念分析
の手法）は「概念は動的であり、時間の経過とともに進化・
発展する」という哲学的立場に基づき、概念の性質は文脈
（学問分野、社会、文化など）によって、また歴史的変動
すなわち時間的な経過にそって変動するという立場に立
つ（p.91）。概念は単なる言葉や表現ではなく、その言葉の
背景にある心理的なクラスターであり、特定された単語を
使って表現される考え方であることに注意することが重
要である（p.79）。その概念の表現方法、概念の一般的な使
用方法（その概念が今現在どのように使われているか、そ
こに共通する特性：p.83）を分析することによって、概念を

構成する属性（Attributes＝Definition定義）のクラスター
（構成要素：p.83）を特定し、概念を定義することができる
（p.80）。概念の定義を構成する属性のクラスターは概念分
析を行うその時点のものであり、概念が使用されていく過
程で時間の経過とともに変化する可能性がある（p.81）。

本研究で分析を試みる、実親に対する子の「介護意識」は
比較的新しい概念であり、少子高齢化が加速度的に進み介
護保険制度の改定が繰り返される現代の日本では、今後も
その属性が変化し続ける概念であると考えられる。また、
２語から成る概念であり、本質主義に基づく分析方法では
なく、現象学的なアプローチが望ましい21）といえる。した
がって、本研究ではRodgers19）の提唱する手法を用いて、実
親の介護に対する子の認知・意味づけの観点からの「介護
意識」を概念分析することとした。

２．サンプル収集方法
実親の介護に対する子の認知・意味づけの観点からの

「介護意識」のコンセンサスを確認し、共通する特性を明
らかにするため、またその動向を明らかにするために、①
2020年末までに公表され、②研究の主要な概念として「介
護意識」を用いている、③「介護意識」という概念がよく
使用されている看護学分野、介護・社会福祉学分野、社会
学・心理学分野の文献をデータとした。キーワードを「介
護意識」とし、3種類のデータベースを用いて発表年を限定
せず文献検索を行った。その結果、医学中央雑誌Web版
Ver.５で104件、CiNii Articlesで121件、J-Stageで109件の合
計334件が検索された。このうち、会議禄・抄録85件、重複
51件、書評・入手不能の図書13件、掲載誌に査読規定のな
い2件を除く183件を抽出した。さらにタイトル・抄録から
日本の家族介護における実親の介護に対する子の認知・
意味づけに関する文献を検討した結果、103文献を抽出し
た。その後本文を詳細に読み込み、本研究目的に一致する
52文献を抽出した（図１）。Rodgers19）は概念分析にあたっ
ては各分野30件または各分野の総論文数の20％のいずれ
か多い方のサンプル数を推奨している。実親に対する子の
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実親に対する子の「介護意識」の概念分析

「介護意識」に関する文献は看護学分野21件、介護・社会
福祉学分野17件、社会学・心理学分野14件といずれの分野
も30件未満であったため、検索されたすべての文献を分析
対象とした。いくつかの文献は、掲載誌が上記３分野以外
であったり、著者の所属の詳細な記載がないものもあった
ため、筆頭著者名をインターネット上で検索し、その研究
分野を確認して３分野のうち最も近い分野に分類した。な
お、社会学分野と心理学分野の文献は本来別々に分析すべ
きところではあるが、掲載誌が社会心理学とされるものも
あり分類が難しいこと、文献総数が少ないことから社会
学・心理学分野としてまとめて分析した。

３．概念分析の手順
各文献を精読し、実親に対する子の「介護意識」の属性

（Attributes）として、概念（介護意識）の発生中に何が起
こるか、概念の特徴は何か、議論している“もの”は何か、本
質や奥底にあるものは何か19）、著者はその概念（介護意識）
をどのように定義しているのか、この特性はその概念に属
するか22）という問いに応える記述を抽出した。先行要因
（Antecedents）として、その概念（介護意識）発生の前に
何が起こるか、その概念はどんな時に高く、どんな時に低
く な る か 19）と い う 問 い に 応 え る 記 述 を 、 帰 結
（Consequences）として、その概念（介護意識）発生の後
に何が起こるか、概念の結果として何が起こるか19）という
問いに応える記述をそれぞれ抽出した。同時に、実親に対
する子の「介護意識」を別の言葉で表現する代理用語
（surrogate terms）19）を抽出した。

属性、先行要因、帰結として得られたデータを、分野ご
とに別々のコーディングシートに記載した後、各データを
コード化し類似の意味を持つものを集約してサブカテゴ
リー化、さらにカテゴリー化した。その際、各コードが得
られた文献の発表年についても記載し、時間の推移ととも
にコードの出現に変化があるかどうかについても概観し
た。文献の発表年は、2000年まで（介護保険制度導入前）、
その後10年毎に2001年から2010年まで、2011年から2020年
12月末までの3期に区分した。３分野の結果を比較したの
ち、属性、先行要件、帰結を統合し、概念モデルを作成し
た（図2）。「介護意識」の属性から、現在の、実親の介護
に対する子の認知・意味づけの観点からの「介護意識」と
いう概念を定義し、最後に「介護意識」が現れていると考
えられる典型的な事例を探索し特定した。

なお、データを分析するにあたり、2名の研究者からスー
パーバイズを受け、分析結果の真実性の確保に努めた。

Ⅲ．結果

「介護意識」概念を最初に用いたのは藤崎17）であり、藤
崎は、それまでに発表された論文から、要介護老人の在宅

介護を規定する家族的要因について、介護態勢（介護の客
観的側面） と介護意識（介護の主観的側面）の2側面に分
け、その分析枠組みを検討していた。すなわち、「介護意
識」という概念が研究に用いられるようになったのは最近
30年のことであり、「介護意識」は比較的新しい概念であ
ると言える。

分析対象とした52件の文献の中で、「介護」について明
確に定義しているものはなく、“世話をする”5件12）23）～26）、“面
倒をみる（見る）”５件27） ～31）、“看る”３件32） ～34）、“みる”2件
９） 15）、“見る”１件35）と表現され、介護行為の一つとして“排
泄ケア”をとりあげたものが１件36）であった。袖井が1991年
に、介護という言葉が一般的に使われるようになったのは
ここ10年である27）と指摘しており、「介護意識」のみなら
ず、「介護」という言葉も一般に使われ始めて40年程度の
比較的新しい概念であると言える。

著者が、「介護意識」の定義としてその内容を記載した
論文は17件あったが、定義とされた言葉があいまいなも
の、トートロジーに陥っているもの、範囲の広いものが多
く、実親に対する子の「介護意識」を明確に定義している
ものはほとんど見当たらなかった。Rodgers19）の分析手順
に従って論文を最低3回繰り返し読み、筆者が実親に対す
る子の「介護意識」と捉えて表現している内容について分
析したところ以下の結果が得られた。　　

3分野を統合した属性、先行要因、帰結の結果をそれぞれ
表1、表２、表３に示し、属性、先行要件、帰結の概念モデ
ルを図2に示す。以下、カテゴリーを【 】、サブカテゴリ
ーを［ ］、コードを〈 〉で示す。

１． 属性
実親の介護に対する子の認知・意味づけの観点からの

「介護意識」の属性には、５つのカテゴリー【情愛】【義
務・責任】【報恩】【世間体】【自身の介護への期待】が
抽出された（表１）。そのうち４カテゴリー【情愛】【義
務・責任】【報恩】【世間体】は看護学分野、介護・社会
福祉学分野、社会学・心理学分野のいずれの分野でも発表
年代を問わず抽出された。ただし、【自身の介護への期待】
のみ、2001年以降発表の文献には認められなかった。

１）情愛
【情愛】は、［愛情・情愛・尊敬］［親の幸せを願う思

い］［あわれみの情］［絆］［介護したい・世話をしたい］の
５つのサブカテゴリーから成り、実親に対する介護者（子）
自身がもつ持続的で深い愛情をあらわしていた。これらの
サブカテゴリーを、なさけ・いつくしみ・愛情の意味を持
つ【情愛】37）としてまとめた。

［愛情・情愛・尊敬］は、〈愛情〉〈情愛〉〈思いやり〉
〈大切な家族のため〉〈親の人柄への尊敬の念〉などのコ
ードから成っていた17）27）32）～34）36）38）～41）。
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［親の幸せを願う思い］は、〈家を離れるのは親が寂し
いだろう〉〈家族といることが親の幸せ〉〈家族での介護
は親にとって幸せ〉〈住み慣れた家で家族に囲まれて過ご
させてあげたい〉などのコードから成り33）34）40）42）～44）、親自
身の幸福を第一に考える子の思いがあらわれていた。［あ
われみの情］は看護学分野のみにみられ、〈身体の不自由
さへの哀れみ〉〈かわいそう・同情〉〈施設への入所はか
わいそう〉の３コードから成っており9）32）36）、弱い立場とな
る親を擁護する感情があらわれていた。［絆］は、〈絆を
もつ〉〈家族の絆が深まる〉〈心情的絆〉などから成り８）30）

38）44）～46）、離れがたい親子の情があらわれていた。最後に、
［介護したい・世話をしたい］は、〈自分で介護したい〉〈家
族だけで介護したい〉〈親が困っているときは助けたい〉
〈最後まで見てあげたい〉〈よりよく世話できるのは家族〉

などのコードから成り10）12）23）～26）31）34）35）41）47）～50）、自分自身
の手で介護を行いたいという心情があらわれていた。

２）義務・責任
【義務・責任】は、［当然・規範意識］［役割意識］［義

務］［責任］の４つのサブカテゴリーから構成された。
［当然・規範意識］は21件の文献から得られ、〈子ども

が親の介護をするのは当然〉〈親だから在宅介護は当然〉
〈家族での介護が一番〉〈どんなことをしても家族で面倒
をみる〉〈介護は第一義的に家族が担当するもの〉〈介護
は続柄として当然〉などのコードから成り11）13）～15）24）27）29）32）

34）35）39）43）44）46）51）～57）、親の介護を引き受けることを当たり前
のこととしてとらえている心情があらわされていた。さら
に、〈介護は生活の一部〉〈介護は自分の役割〉〈自ら介
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護する〉など８）32）34）～36）41）42）53）、親の介護を自分の役割とし
て捉える［役割意識］が見られた。［義務］についての記
載のある文献は22件と最も多く、〈家族がするべき〉〈自
分が看るしかない〉〈子の義務〉〈家族の義務〉〈親の老
後は子が面倒をみるべき〉〈在宅介護への義務意識〉など
のコードから成っていた12）13）15）23）27）28）30）31）33）～35）40）43）44）46）48）

51）58）～62）。［責任］は〈介護しなければならない〉〈家族の
責任として割り切る思い〉〈責任意識〉〈親の幸福に対す
る責任感〉などのコードから成っていた９）12）26）27）36）39）45）46）63）

64）。
【義務・責任】は、最も多くのコード数を得た属性であ

る。義務という言葉を含むコードは多く、サブカテゴリー
を［義務］としてまとめた。義務という言葉には、人とし
てしなければならない務め、法律が強制する行為65）という
意味がある。責任という言葉を含むコードも多く、サブカ
テゴリー［責任］としてまとめた。責任という言葉には、し
なければならない任務という意味に加えて、責めを引き受
けるという意味がある66）。サブカテゴリーの［介護は当然・
規範意識］では、コードとして〈当然（当たり前） 〉とい
う言葉が多くみられるが、これは、普通であること、と同
時に道理上そうあるべきこと67）という意味を持ち、義務の
感覚を含んでいる。［役割意識］も、立場上担うべきこと
という義務のニュアンスがある。以上のことからこれらの
サブカテゴリーを【義務・責任】としてまとめた。

３）報恩
【報恩】は、［恩返し］［親孝行］の２つのサブカテゴ

リーから構成された。
［恩返し］は、〈恩返し〉〈育ててくれた恩返し〉〈恩・

義理を感じる〉〈過去の世話に対する感謝〉〈子育てを手
伝ってもらった感謝・恩返し〉などのコードから成ってい
た15）17）26）27）33）～35）39）40）42）44）53）68）。［親孝行］は、〈育ててく
れたことへの親孝行〉〈親孝行〉の２コードから成ってい
た９）17）26）35）36）。

東アジアには、古くから儒教思想があり、その徳目の中
で最も重要な“孝”が、儒教思想を持つ国では共通して親子
関係や介護の思想を規定していると言われている69）～71）。し
かし、同じように儒教思想をもつ韓国や中国での“孝”のと
らえ方は、日本の“孝”のとらえ方とは異なることも同時に
指摘されている69）～71）。それが【報恩】の思想である。日本
の［親孝行］は恩によって条件づけられているが、中国の
儒教においても69）71）、韓国の儒教においても69）70）、論語そ
の他の儒教の古典においても71）、［親孝行］（親子関係や
介護の思想）と［恩返し］（【報恩】）の思想は連関して
いないと明らかにされている。日本人特有の［親孝行］の
理由となる恩は「親の子供を生んでくれた恩、養育してく
れた恩」70）と言われており、本研究で日本人の実親に対す
る子の「介護意識」の属性として【報恩】が抽出されたこ

とはこれに一致している。
すなわち、日本人の実親の介護に対する感覚には、〈育

ててもらった〉〈支援してもらった〉など、実親から何か
をしてもらったことへの感謝、恩を感じることに動機づけ
られた[親孝行]があり、それは他の国にはない感覚、概念の
属性であるということである。他の儒教思想の国における
孝行は、親が子を産んだというその事実によって正当化さ
れ69）、仮に親が不慈（例えば、愛情を示さない、冷たくあ
たる、継親が子をいじめる状況）であっても子は親（継親
を含む）への“孝”の義務を負うことが繰り返し説かれてい
る71）。

４）世間体
【世間体】は、［世間体］［自身・他者に対する恥意識］

［第三者の介入への抵抗感］の３つのサブカテゴリーから
構成された。

［世間体］は、〈世間体〉〈介護しないのは世間体が悪
い〉の２コードから成っていた14）15）17）27）39）52）53）55）。［自身・
他者に対する恥意識］は、〈恥意識（他者の目に対して）〉
〈介護しないのは恥（自分に対して）〉の２コードから成
り39）53）、他者の目を感じての恥意識と自分自身への恥意識
の２つの方向性がみられた。［第三者の介入への抵抗感］
は、〈他人の世話になりたくない〉の１コードであった24）。

この属性は、世間の人々に対する体裁や対面を重視する
態度をあらわしている。〈介護しないのは世間体が悪い〉と
いうコードについては、介護しない人とは子自身のことで
あるので、第一に子が自分自身の世間体を懸念しているこ
とが考えられる。しかし、対象文献の中には誰のどのよう
な世間体なのかその記述があいまいなものが多く、子が自
分の【世間体】とともに、親の【世間体】を慮っている可
能性もあると考えられた。実親に対する子の「介護意識」の
属性としての【世間体】についてはさらなる検討が必要と
考える。

５）自身の介護への期待
【自身の介護への期待】は［自分も子に将来の介護を期

待］の１サブカテゴリー、〈自分も子に将来の介護を期待〉
〈将来自分が子から受けるかもしれないケアを今のうち
に親に対してしておく〉の２コードから成っていた17）34）。た
だし、【自身の介護への期待】は、実親に対する子の「介
護意識」の属性としては2001年以降に発表された論文から
は抽出されなかった。

内閣府による全国の55歳以上の男女対象の調査（2017
年） 72）によると、介護が必要になった場合に介護を依頼し
たい人は、配偶者36.7％、ヘルパーなど介護サービスの人
31.5％、子22.7％、子の配偶者1.7％となっている。また、親
の介護は自分が行いたいが、自分の介護は専門家に依頼し
たい16）49）、自身が親に対しておこなってきた介護を子世代

実親に対する子の「介護意識」の概念分析



がそのまま再現しうるとは考えておらず、子に対し介護期
待がある場合も介護保険制度などのサービス利用を念頭
に、介護の内容や期間をみずから制限する控えめな期待に
とどめようとしている73）との報告もある。介護保険制度の
創設とともに、介護者世代の人（子）が自身の介護を自分
の子に期待することが少なくなっているといえる。介護保
険制度創設を含めた社会制度・生活環境の変化により、
「介護意識」概念の属性に変化がみられてきていることが
推察される。

２． 先行要因
「介護意識」の先行要因には、【子の個人的背景（生得

的な要因・後天的な要因）】【家族の歴史・家族関係】【生
活環境からの影響】の3つのカテゴリーが抽出された（表
２）。これらの3カテゴリーは、看護学分野、介護・社会福
祉学分野、社会学・心理学分野のいずれの分野でも発表年
代を問わず抽出された。

１）子の個人的背景（生得的な要因）
【子の個人的背景（生得的な要因）】は、［血縁関係に

ある］［きょうだい順］［性別］［年齢］の４つのサブカ
テゴリーから構成された。

［血縁関係にある］は、〈血縁関係にあること〉〈血縁
では介護意識が強くなり義理では弱くなる〉の2コードか
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ら成っていた45）48）64）。［きょうだい順］は、〈長男・長女
が強い〉〈長男が強い〉の2コードであり31）45）、長子の「介
護意識」が強いことが示されていた。［性別］については〈男
性（息子）〉が強い８）43）45）46）57）とするものが多いが、〈女
性（娘）〉が強いとするものもあった10）47）56）。親の介護に
ついて家族での介護を希望するのは男性に多いが、男性は
女性に介護役割を期待する８）51）との報告や、女性は男性よ
り“父母の介護を行いたい”と思っている35）56）、女性は自分が
介護することを覚悟している51）などの報告があり、自分自
身が担う介護の範囲のとらえ方によって、 [性別]による差
に違いが生じると考えられる。

［年齢］については、〈10～20代の若年者〉33）56）68）と〈年
齢の高い人（50歳以上）〉34）40）43）47）51）の2層で実親に対する
子の「介護意識」が強いことが示されていた。10～20代の
若年層に「介護意識」が強いのは、祖父母・父母ともに健
康な世代であり、介護の実感が低いためと考察されていた
56）68）。

２）子の個人的背景（後天的な要因）
【子の個人的背景（後天的な要因）】は、［職業］［最

終学歴］［配偶者がいない］の3つのサブカテゴリーから構
成された。

実親に対する子の「介護意識」は、［職業］としては〈医
療系の職業人〉に強く、看護職（看護学生を含む）、介護
職員、検査技師（女性）が抽出された９）29）33）34）38）42）44）。［最
終学歴］は〈最終学歴が高い人は福祉サービスの活用意識
が高い〉74）〈高学歴ほど介護意識が低下〉27）の2コードがあ
り、高学歴ほど実親に対する子の「介護意識」が低下する
ことが示された。［配偶者がいない］については、介護・
社会福祉領域から〈息子・娘ともに配偶者がいない方が強
い〉のコードが得られた59）。

３）家族の歴史・家族関係
【家族の歴史・家族関係】は、［子どもの頃から大事に

された・育ててもらった・支援してもらったという思い］
［親への尊敬・信頼］［親密・良好な家族関係］［親・高
齢者との同居経験］［親が介護する姿を見た・身近に要介
護者の存在］［親・家族からの介護の期待］の６つのサブ
カテゴリーから構成された。

［子どもの頃から大事にされた・育ててもらった・支
援してもらったという思い］は、〈子どものころから大事
にされた感覚〉〈世話になった〉〈育ててもらったという
思い〉〈子育てを手伝ってもらった記憶〉〈育ててくれた
親の苦労〉などのカテゴリーから成っていた15）17）26）27）31）32）34）

36）40）～42）68）。［親への尊敬・信頼］は、看護学分野からの〈親
への尊敬・信頼が強い〉の1コードから成っていた64）。［親
密・良好な家族関係］は、〈高齢者との交流経験・密接な
付き合い〉〈密接な家族関係〉〈親への好感・親和度が高

い〉〈良好な家族関係〉などのコードから成っていた12）23）27）

32）38）41）42）44）61）62）64）。［親・高齢者との同居経験］は、〈高
齢者との同居経験〉〈祖父母との同居経験〉〈親と同居し
ている〉などのコードから成っていた11）30）38）45）46）59）63）。［親
が介護する姿を見た・身近に要介護者の存在］は、〈親が
祖父母を介護する姿を見た経験〉〈介護経験がある〉〈身
近に要介護者の存在〉〈介護を必要とする祖父母がいる〉の
4コードから成っていた34）35）44）50）。［親・家族からの介護の
期待］は、〈親からみてほしいと頼まれている〉〈看護学
生は家族から介護を期待される〉〈親が家族以外の世話を
嫌がる〉〈親が家族での介護を希望〉などのコードから成
っていた13）24）25）30）31）34）38）。

４）生活環境からの影響
【生活環境からの影響】は、［家制度・イエ意識］［人

間関係が密な地域，伝統・社会規範を重んじる地域での生
活経験］［介護者本人が内面化した社会規範］の３つのサ
ブカテゴリーから構成された。

［家制度・イエ意識］は〈家族制度〉〈家制度〉〈イエ
意識が高い〉〈家業を引き継ぐとき〉などのコードから成
っていた10）24）27）31）45）58）74）。［人間関係が密な地域，伝統・
社会規範を重んじる地域での生活経験］は、〈家族での高
齢者介護が当然であるとする中での生活経験〉〈都心部か
ら離れた人間のつながりのある地方在住〉〈伝統的・社会
規範の残る地域〉〈圧力として感じられる社会規範が残る
地域〉〈匿名性のない閉鎖的な社会〉などのコードから成
っていた17）28）30）51）58）59）。［介護者本人が内面化した社会規
範］ は、〈本人の潜在的な伝統的価値観〉〈性役割分業意
識〉〈介護者本人が強く内面化した社会規範〉などのコー
ドから成っていた10）17）39）46）74）。

３． 帰結
実親に対する子の「介護意識」の帰結として、【在宅介

護を志向する】【高齢者福祉サービス利用への心理的抵抗
感と利用抑制】【介護を優先し仕事を調整する】【介護継
続意志を支える】【介護者の身体的・精神的健康への影響】
【介護できない場合、葛藤する】の６つのカテゴリーが抽
出された（表３）。これらの6カテゴリーのうち、【在宅介
護を志向する】【高齢者福祉サービス利用への心理的抵抗
感と利用抑制】【介護を優先し仕事を調整する】【介護者
の身体的・精神的健康への影響】は、看護学分野、介護・
社会福祉学分野、社会学・心理学分野のいずれの分野でも
発表年代を問わず抽出された。【介護できない場合、葛藤
する】は、看護学分野、介護・社会福祉学分野から抽出さ
れ、【介護継続意志を支える】は、社会学・心理学分野の
文献から抽出された。

１）在宅介護を志向する

実親に対する子の「介護意識」の概念分析
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【在宅介護を志向する】は、［介護への関心の高まりと
準備行動］［在宅介護を希望する］［主介護者となる］の
３つのサブカテゴリーから構成された。

［介護への関心の高まりと準備行動］は、〈介護問題を
自分のこととして受け止める〉〈介護教育機会への参加意
識〉〈将来の介護への準備をする〉〈専門書を買って勉強
する〉などのコードから成っていた17）60）63）74）。［在宅介護
を希望する］は、〈自宅で介護したいと考える〉〈父母に
介護が必要になったら介護したい〉〈男性は介護は家族で
行うことだと思うと同時に介護を女性の役割だと考える〉
〈介護することを覚悟する〉〈介護が必要になったら自宅
介護を希望する〉などのコードから成っていた８）～10）13）23）32）

35）40）41）44）45）47）50）51）56）58）60）61）。［主介護者となる］は、〈介
護し、その介護している自分に誇りを感じる〉〈結婚後も
同居して介護したいと考える〉〈自分一人でも親の面倒を
みたいと思う〉〈介護役割を中心になって担う〉などのコ
ードから成っていた９）17）29）31）33）～36）41）46）48）51）。

２）高齢者福祉サービス利用への心理的抵抗感と利用抑制
【高齢者福祉サービス利用への心理的抵抗感と利用抑

制】は、［福祉サービス利用に心理的抵抗感の発生］と［高
齢者福祉サービスの利用を抑制する］の２つのサブカテゴ
リーから構成された。

［福祉サービスの利用に心理的抵抗感の発生］は、〈公
的サービス利用への抵抗感がある〉〈専門職の介入に抵抗
がある〉〈訪問型サービスを受けることに恥の意識がある〉
〈介護施設利用への抵抗感〉〈ホームヘルプサービス利用
に罪悪感をもつ〉〈第三者の協力に対して心理的抵抗（恥・
甘え）を感じる〉〈介護福祉サービス利用時にストレスを
感じる〉などのコードから成っていた８）12）15）24）27）29）31）34）38）43）

47）51）60）。［高齢者福祉サービスの利用を抑制する］は、〈親
の介護を社会に依存しない傾向〉〈福祉サービスの利用は
できるだけ避けたいと考える〉〈福祉サービスの過少利用
が起こる〉〈施設入所は考えたことがない〉〈介護サービ
ス利用をためらう〉などのコードから成っていた11）17）24）25）28）

38）43）51）。

３）介護を優先し仕事を調整する
【介護を優先し仕事を調整する】は、［介護を優先し仕

事を調整する］の1サブカテゴリーで構成され、〈要介護と
なったら就労を維持しない（離職）〉〈介護休暇を利用す
る〉〈休職して介護する〉〈地元就職する〉〈仕事の量を
減らす（非常勤）〉などのコードから成っていた17）31）33）38）42）。

４）介護継続意志を支える
【介護継続意志を支える】は、社会学・心理学分野から

抽出され、［介護継続意志を支える］の1サブカテゴリーで
構成された。〈家族の介護能力を高める〉〈介護継続意志

を支える〉〈介護継続する動機づけの前提条件となる〉な
ど、介護を継続しようとする前向きな意味をもつコードか
ら成っていた12）17）43）48）。

５）介護者の身体的・精神的健康への影響
【介護者の身体的・精神的健康への影響】は、［自らに

高い介護責任を負わせる（介護の抱え込み）］［うつ感情
の高まりと高齢者虐待の危険性］の２つのサブカテゴリー
で構成されていた。

［自らに高い介護責任を負わせる（介護の抱え込み）］
は、〈身体的に疲労を感じても自分が介護を担わなければ
ならないと思う〉〈介護負担を感じても知らず知らずに我
慢する可能性〉〈苦労・限界を感じても在宅でできるだけ
のことをしたいと思う〉〈自らにより高い介護責任を負わ
せる〉〈家庭内での介護に固執する傾向を高める〉〈「介
護を抱え込む」状態につながる〉などのコードから成って
いた12）15）29）36）39）41）43）55）62）。［うつ感情の高まりと高齢者虐
待の危険性］は、〈介護の抱え込みから高齢者虐待の危険
性〉〈高齢者の自己決定権を阻害する思考〉〈うつ的感情
が高まる〉などのコードから成っていた12）～15）43）62）。

６）介護できない場合、葛藤する
【介護できない場合、葛藤する】は、［介護できないこ

とへの罪悪感・自責の念］［職業上の自己矛盾（親を介護
できなくて医療従事者といえるか）］の２つのサブカテゴ
リーから構成されていた。

[介護できないことへの罪悪感・自責の念］は、〈施設で
の介護を選択した場合に自責の念が生じる〉〈家族がいな
がら老人を施設に入れることをむごいと感じる〉〈介護で
きなかった人は罪悪感をもつ〉〈親戚・周囲から“冷たい人
間”と見られる〉などのコードから成っていた31）33）34）［職業
上の自己矛盾（親を介護できなくて医療従事者といえる
か）］は、介護・社会福祉学分野から抽出されたものであ
り、〈介護の仕事をしていて自分の親を介護しないのは自
己矛盾〉〈親を介護できなくて医療従事者といえるだろう
かと思う〉の2コードから成っていた33）42）。これは医療従事
者に特有のサブカテゴリーであると考えられた。

４． 代用語
実親に対する子の「介護意識」の代用語として、「家族

介護意識」が9論文11）～13）24）25）41）43）61）62）で、「介護認識」が
1論文８）で用いられていた。

Ⅳ．考察

１．本概念の定義
「介護意識」概念を最初に用いたのは藤崎17）であり、本

概念は比較的新しい概念であるとわかった。本研究では、
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Rodgers19）が提唱する概念分析の方法を用いて、実親の介
護に対する子の認知・意味づけの観点からの「介護意識」
の概念分析を行った。その結果、概念の属性として5つのカ
テゴリー【情愛】【義務・責任】【報恩】【世間体】【自
身の介護への期待】が抽出された。【自身の介護への期待】
のみ、2001年以降の文献からは抽出されなかったが、他の
4つの属性は分析対象文献の発表年・研究分野を問わず抽
出された。

これらの結果をもとに、本研究では実親に対する子の
「介護意識」を、『実親に対する情愛や報恩の念、あるい
は、義務・責任を果たそうとする覚悟、自分や親の世間体
を守ろうとする意志、自身も将来子に介護してもらいたい
との期待をもって、生活上の支障をきたした実親の、歩
行・排泄・食事・入浴等の日常生活に必要な介助や世話
を行なおうとする思念』と定義した。

また、先行要因として、【子の個人的背景】【家族の歴
史・家族関係】【生活環境からの影響】が見いだされ、実
親の介護に対する子の「介護意識」には、幼少期からの親
子・家族関係や居住地域の特性、生活の場からの影響があ
ることが示唆された。さらに帰結として、実親に対する子
の「介護意識」が【高齢者福祉サービス利用への心理的抵
抗感と利用抑制】をもたらし、【在宅介護を志向する】要
因となること、また【介護を優先し仕事を調整する】、す
なわち介護離職や、正規雇用からパート勤務など非正規雇
用を選択することにつながる要因にもなることが示唆さ
れた。子が実親の介護をすることを選択した場合、「介護
意識」が【介護継続意志を支える】という子へのプラスの
影響がある一方で、「介護意識」が強い場合は、自分が介
護しなければならないという気持ちから負担が大きくて
も介護を継続し、疲労が蓄積してうつ状態となったり、高
齢者への虐待の危険性をもはらむ状況に陥るなど【介護者
の身体的・精神的健康への影響】が生じる可能性も示され
た。逆に【介護できない場合、葛藤する】とあるように、実
親に対する子の「介護意識」の強い人が介護を担うことが
できない状況にあるときは、[罪悪感や自責の念]といった
自分を責める気持ちを持つことも明らかとなり、【介護者
の身体的・精神的健康への影響】につながる可能性も示唆
された。

２．本概念のモデルケース
本研究で定義した実親に対する子の「介護意識」の理解

を深めるために、本概念を表象する一つのモデルケースと
して、藤崎17）が紹介した事例を著者の許可を得て要約して
紹介する。この事例の長女Ａさんには、実親に対する子の
「介護意識」の属性である4カテゴリー【情愛】【義務・責
任】【報恩】【世間体】があらわれている。

心理相談員として非常勤で働きながら二人の子を育て

ていた長女Ａさんは、子育ての援助を期待して20年ほど前
に両親の宅地に別棟を建てて移り住んでいた。被介護者は
81歳の母で、父（84歳、変形性脊椎症のため日常動作に多
少の不自由がある）と二人暮らし。次男（弟）家族も同敷
地内に住んでいた。

母は10年前から認知症の症状があり、6年前に脳委縮性
認知症と診断された。若いころは女学校の教員を務め、人
一倍元気のよいおばあちゃんだったため、その変貌ぶりに
家族も信じられない思いであった。弟夫妻や内科医の兄
（長男．妻は他界、隣市で勤務）も休日などには食事介助、
離床、おむつ交換などを手伝ってくれている。しかし主介
護者は長女Ａさんであり、母親に認知症の症状がみられ始
めてから仕事の量を徐々に減らして現在は週2回程度とし
ている。母親が認知症になってから5年くらい、認知症があ
ることを公にすることにためらいを感じて福祉サービス
を利用せず、家族で問題を抱え込もうとしていた。しかし、
訪問看護師が訪れるようになり、高齢者福祉サービスにつ
いて説明を受け、今では積極的に利用するようになった。
とはいえ、自分自身の家族の生活もあり、自宅と母の家を
一日50回も往復するような生活を送っている。Ａさんはこ
の10年間、母親の介護を中心になって担ってきたが、施設
入所の可能性については考えたことがないという。こうし
た強い介護意欲を支えているのは、母親の人柄への愛着・
尊敬の念と、かつて自分自身の子育てを手助けしてもらっ
たので、その恩返しをしたいという気持ちである。

Ａさんは、自分自身の老後についてはその負担を考え、
家族には介護を期待していない。娘には一生仕事を続け、
経済的に自立した生き方をしてほしいと望んでいる。こう
した娘に対する期待のなかに、職業をとおしての自己実現
と介護役割との葛藤に悩んできた、Ａさんの人生の足跡が
象徴されているように思われる。＜出典＞藤崎宏子：要介
護老人の在宅介護を規定する家族的要因−分析枠組の検
討−．総合都市研究, 39, 61-83, 1990.17）より一部改変．

３．本概念の有用性と課題
家族のもつ高齢者介護への思い、介護の認知の仕方は

「介護意識」という言葉で表現されるが、その定義は明ら
かにされていなかった。本研究では、このように重要であ
りながらも曖昧であった、実親の介護に対する子の認知・
意味づけの観点からの「介護意識」という概念の属性を明
らかにし、その定義を提言するとともに、「介護意識」概
念の先行要件、帰結も明らかにした。実親に対する子の「介
護意識」の概念分析の結果は、今後、実親の介護に向き合
う子の心情を理解し、子の心身の健康を支えるための、ま
た、家族による介護の選択や介護継続に関する研究の一助
となるだけでなく、介護と仕事の両立を可能にするための
方策立案の際の手がかりともなり、高齢者と家族を支え続
けることに寄与するものと考える。
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４．本研究の限界
少子高齢化を背景に、きょうだい数の減少や介護を必要

とする高齢者の増加、介護期間の延伸などから、誰でもが
自分自身の親や配偶者の親の介護を担う時代となってい
る。一方で労働者人口が減少し、生涯独身者も増加すると
いわれているため、時間の流れとともに実親に対する子の
「介護意識」は変化し続けると考えられ、今後も繰り返し
概念分析する必要があると考える。

Ⅴ．結語

本研究では、実親の介護に対する子の認知・意味づけの
観点から、日本の家族介護に関する研究における「介護意
識」概念の活用状況を分析し、その構成要素を明らかにし
た。その結果、実親に対する子の「介護意識」の定義を、『実
親に対する情愛や報恩の念、あるいは、義務・責任を果た
そうとする覚悟、自分や親の世間体を守ろうとする意志、
自身も将来子に介護してもらいたいとの期待をもって、生
活上の支障をきたした実親の、歩行・排泄・食事・入浴等
の日常生活に必要な介助や世話を行なおうとする思念』と
まとめた。本研究で抽出された実親に対する子の「介護意
識」概念の特性は、今後、実親の介護に向き合う子の心情
を理解し、子の心身の健康を支えるための、あるいは介護
と仕事の両立を可能にするための方策立案の際の手がか
りとなり、高齢者と家族を支え続けることに寄与するもの
と考える。
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Summary
The purpose of this study was to analyze the status of using the concept of “KAIGOISHIKI: attitudes toward care” in Japanese

research on family caregiving, focusing on how children recognize and attach meaning to care for their biological parents, and to clarify
its components as a basis for further developing nursing knowledge. With the keyword “KAIGOISHIKI: attitudes toward care”, 52
research papers were identified in major domestic literature databases. Through concept analysis of these papers using Rodgers’
evolutionary method (2000), children’s “attitudes toward care” for their biological parents were classified into 5 attributes: [affection],
[duty/responsibility], [gratitude], [anxiety about the approval of others], and [expectation of care for oneself in the future]; 3
antecedents: [personal background of the child], [family history/relationships], and [influences of the living environment]; and 6
consequences: [aiming at home care], [having psychological resistance to and refraining from using welfare services for the elderly],
[adjusting one’s work to prioritize caregiving], [supporting the parent’s will to continue care], [influences on the physical and mental
health of the caregiver], and [experiencing mental conflicts when unable to care for the parent]. Based on the results, this paper defines
the concept of “attitudes toward care” at the present time from the perspective of recognition of care for biological parents and
attaching meaning among children, and presents a model case in which such attitudes were expressed.

Keywords: kaigoishiki, attitudes toward care, concept analysis, Rodgers, biological parents, children


